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様式B-1

生成AI自体を学ぶ（教職員）

「そもそも生成AIとは何なのか」「子どもにどの
ような学びをもたらすのか」など、専門家から話
を聞いたり、書籍からヒントを探し出したりと初
歩的な疑問の解決や不安の解消を行った。そして
目指すべきゴールを設定し、共通理解を図った。

生成AI自体を学ぶ（生徒）

「日常生活とAI」「生成AIの仕組み」「利便性、
リスク、留意点」等について３回にわたってオン
ラインで生成AIに関する基礎知識の定着を図った。
その後、保護者へ「学習における生成AI活用の同
意書」を配布し、周知する中で協力を呼び掛けた。

使い方を学ぶ（生徒）

基本的な操作は「使いながら」学んでいく。そ
の後、よりよい回答を引き出すため、全10回の対
話スキルトレーニングにチャレンジした。生徒は、
プロットの重要性や検索エンジンとの違いを感じ
取りながら、活用パターンを習得していった。


